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成 果 の 概 要 

 
                 京都大学医学研究科 博士後期課程 2 年 前迫真人 

 
学術集会名：第 42 回北米神経科学会 学術集会 

開催場所：アメリカ合衆国、ニューオリンズ 

 
平成 24 年度京都大学教育研究振興財団国際研究集会発表助成（第 I 期）を交付いただき、

ここに成果の報告をさせていただきます。 

 
【学術集会の概要】 

平成 24 年 10 月 13 日〜17 日に、第 42 回北米神経科学学会学術集会（Neuroscience 2012）

がアメリカ合衆国ルイジアナ州ニューオリンズにて開催された。北米神経科学学会は 4 万

人を超える会員を有する神経科学分野では世界最大の学会であり、本学術集会にも 3 万人

近くの会員が参加した。幅広く細胞から個体までを研究対象とし、脳や神経系の理解を目

的に、生理学、生化学、形態学、病理学と多岐にわたる手法を駆使した発表がなされてい

た。特に目についたのが、脳・神経病の治療を発展させるための基礎的、臨床的研究の多

さである。ただ単なる神経科学という学問の発展にとどまらず、研究成果を社会に還元し

ようと精力的に取り組まれている事を数多くの発表が物語っていた。 

【発表内容】 

超高齢社会を迎えた本邦において、アルツハイマー病の解明は急務である。近年、西洋化

した食事の影響による生活習慣病が脳血管性認知症だけではなくアルツハイマー病のリス

ク因子として注目を集めている。そのような背景のもと、私は生活習慣病を併発するアル

ツハイマー病モデルマウスを作製し、生活習慣病がアルツハイマー病の症状を増悪させる

事を明らかにしてきた。食事の改善や運動は生活習慣病に対する最も基本的な介入である

ため、アルツハイマー病の進行の抑制には食事改善や運動のどちらが重要であるかを検討

した。結果、運動がアルツハイマー病の進行の抑制には効果的である事を明らかにし、加

えてその詳細な機序を学術集会で報告してきた。これまで、末梢でのイベントが中枢神経

系に及ぼす影響は不明瞭な点が多かったが、近年それが明らかになりつつある。学術集会

でも、生活習慣病とくに糖尿病とアルツハイマー病に関するシンポジウムセッションが開

催され、ポスター発表ではあったが聴衆の興味を強く引きつける事が出来た。 
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